




























れば，保育所保育士全体の離職率は 10.3％で，公営保育所 7.1％ , 私営保育所 12.0％となっている。
　平成 25 年の「保育を支える保育士の確保に向けた総合的取組」（雇用均等・児童家庭局・職業
安定局，2013）の公表によれば，「保育士資格を有しながら保育士としての就職を希望しない求
職者」のうち，1 年未満に離職した者が 10％，1 年以上 3 年未満は 20.2％，3 年以上 5 年未満は


















































現大学 1 年生は 2000 年に生まれている。牧野（2016）は，保育者養成校の短大・大学生と経済
学部の学生に，「高校時代までに子育てや子どもについて学んだか，保育現場で職業体験等あっ
たか」を尋ねたところ，経済学部の大学生は約 40％，保育者養成校の大学生は 97％，短大生は










も，祖父母から子どもの世話援助を受ける頻度が「月 2 回以上」と答えた世帯は 30％を超えて




















調査対象：保育者養成課程の A 短大 1・2 年，B 短大 2 年，C 大学 2 年に在籍する 18 歳～20 歳
337 名の学生に質問紙調査を実施した。調査協力については，任意であること，無記名で協力を
要請した。分析対象は，337 名のうち，祖父母いずれかが生存し，現在の祖父母との関係の認識
すべてに回答した女子学生 286 名（18 歳 15.4％，19 歳 54.9％，20 歳 29.7％）で，分析対象の平
均年齢は，19.1 歳（SD=.66）。有効回答：84.9％。
質問紙調査実施：2017 年 7 月～2018 年 1 月
父方・母方の祖父母いずれかと同居か隣居の学生は 69 名（24％），母方祖母宅と電車・車で 1 時
間以上の距離に住んでいる学生は 98 名（34％）であった。
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身の回りの世話をしてもらった





表 1　祖父母との関係認知の因子分析結果 （主因子法によるバリマックス回転後） 
項　　　目 関係満足感 負担感 忌避感 共通性
祖父母と一緒にすごすことは楽しいと思う 0.72 －0.34 －0.20 0.62
祖父母と接して人間的に成長したと思う 0.69 －0.15 0.21 0.47
祖父母が楽しむことに合わせて，一緒に過ごしたり楽し
むことができる
0.67 －0.28 －0.11 0.53
祖父母とかかわっている時の自分が好き 0.65 －0.22 －0.02 0.44
祖父母との接し方が，上手だと思う 0.57 －0.01 0.01 0.31
自分は祖父母に好かれていると思う 0.56 0.09 －0.32 0.35
祖父母との関係に満足している 0.53 －0.23 －0.17 0.38
祖父母と接することで，学校生活や家庭生活に張り合い
ができる
0.44 －0.13 0.24 0.28
祖父母はほしい物があると買ってくれる 0.37 0.20 －0.01 0.21
祖父母に自分の時間が束縛されるのがいやだ －0.11 0.72 0.15 0.40
祖父母に何度も同じことを言われると，腹立たしくなる －0.18 0.64 0.19 0.41
祖父母に接することが，負担に感じられる －0.32 0.52 0.31 0.42
昔の話が多く，今の時代では無理な要求が多い －0.02 0.46 0.35 0.29
祖父母と接していると社会から取り残されているように思う －0.06 0.14 0.68 0.33
祖父母とのことで父母によく叱られる 0.05 0.19 0.56 0.29
祖父母に気に入られるように，我慢ばかりしていると思う －0.06 0.23 0.52 0.31
因子寄与 4.71 2.44 1.32 8.47
寄与率（％） 20.51 11.89 9.93 42.33
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た。尚，対象となった祖父母との続き柄は，母方の祖父母が約 7 割，父方の祖父母は約 3 割で
あった。
　表 1 は，祖父母との関係を現在どのように捉えているのか，Strom 他による Grandparent 
Strength Needs Inventory （Strom et al.，1993; 1994）を参考に 16 項目の関係認知について尋
ね，主因子法による因子分析を行い，バリマックス回転後の結果である。現在の関係認知は，
「関係満足感」「負担感」「忌避感」の 3 因子で捉えることができた。それぞれのα係数は高く，












説明変数 β t 値 p
母方祖母の年齢  （歳） 0.13 1.71 +
母方祖母仕事の有無（1：有職，2：無職） －0.03 －0.37 N.S.
母方祖母に直接会う頻度 －0.04 －0.34 N.S.
母方祖母と電話・スマホで話す頻度 －0.23 －2.85 **
母方祖母とメールをする頻度 －0.01 －0.08 N.S.
家族と一緒に朝食をとる頻度 －0.02 －0.32 N.S.
家族と一緒に夕食をとる頻度 －0.07 －0.88 N.S.
母親と会話する頻度 0.03 0.32 N.S.
父親と会話する頻度 0.23 2.78 **
未就学時期祖父母と関わった経験頻度 0.40 5.38 ***
未就学時期祖父母に叱られた頻度 0.02 0.19 N.S.
R2 0.31 ***
Adj. R2 0.25 ***
N 286
注）  β：標準偏回帰係数
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